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NHK の特集番組 

 NHK が１週間連続で首都直下地震に関する特番を放送しています。昨日の１２月１日が放送開始で

したので、すでに１回目は放送されてしまいましたが、今後再放送やオンデマンド放送で見る事ができ

ると思います。 

 首都直下地震は”想定されている”危機です。番組ではドラマも放送されますが、発災当日から一日ご

とにどのような事態が発生するかをシミュレートしています。 

 首都直下地震の内閣府による被害想定は、最悪の場合、死者 23,000 人、経済被害は 95 兆円に達

すると言われています。 

 また日本では統計的に９年ないし１０年おきに大きな被害地震が発生する可能性が高いという事から、

私ども DuMAが提唱している「2020年の危機」という事について、NHKのホームページでも同様の意見

をみる事ができるようになりました。これは現在の状況が９世紀の状況とよく似ているのではという事が根

拠となっています。 
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https://www3.nhk.or.jp/news/special/saigai/natural-disaster/natural-disaster_14.html 

 

２０２０年の危機とは 
 現在の日本列島は９世紀の状態と似ているという事が言われているのは、後述するように９世紀後半

に続けて発生した地学的な大事件によるものです。この時発生したのは、 

 

864年 富士山の大噴火（貞観（じょうがん）の噴火） 

869年 貞観地震（前回の東日本大震災とも言われる） 

878年 相模・武蔵の国の地震（元慶（がんぎょう）地震） 

887年 仁和（にんな）の南海トラフ巨大地震 

 

 という噴火や大地震が続きました。 

  

９世紀には貞観地震の９年後に、当時の相模の国、武蔵の国（いまの関東南部）に激しい揺れをもたら

した「相模・武蔵の国の地震」が発生しています。「貞観地震」を 2011 年の「東日本大震災」に相当する

地震と仮定しますと、「首都直下地震」にあたる相模・武蔵の国の地震」の発生した９年後は当然の事な

がら 2020年になります。これは歴史的な事実です。 

 DuMA ではこれからの時代を「大地揺乱©の時代」と呼ぶ事に致しました。 

 

 次の図は９世紀に何が起こったのかの模式図です。まず 864 年に富士山が大量の溶岩を流す噴火を

起こします。この時の溶岩により、当時の大きな湖が西湖と精進湖に分断され、現在の富士五湖となりま

した。そしてこの噴火がのちの青木ヶ原樹海を作ったのです。 

  

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0
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日本およびその周辺の広域地下天気図® 

 今週は１０月２８日のニュースレターに引き続き、現在の気象庁の観測網で解析できる最大範囲の領

域の解析です。主に海域で発生するマグニチュード７以上の地震を対象とした解析です。 

 今回は１１月２９日時点の L タイプおよび M タイプの２つの地下天気図をお示しします。本州では M タ

イプの解析で近畿地方に大きな異常が出現していますが、L タイプでは見る事ができません。これは大

阪北部地震の影響が L タイプではまだ大きく残っている事が理由と考えられます。 

 最も顕著な異常は北海道北部からサハリンにかけての異常で、こちらの推移には十分注意していく必

要があります。ただ気象庁の地震データの観測限界に近いため、異常の精度が若干落ちると考えてい

ます。 
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１１月２９時点の L タイプ（上）と M タイプ（下）の地下天気図 
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